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５　 １９６０年代中葉Ｉ　ＢＭ杜の組織変革

　本稿の課題は，Ｉ　ＢＭ杜の戦後の組織変革をたとっ てみることである 。

　この課題を果たすために，本題に入るに先立って，まず２でＩ　ＢＭ杜の成立

から今目に至るまでの発展過程を主として数量的な側面から概観し（本誌・第３１

巻第４号），さらに３て当杜の現在の経営構造　　事業構造と組織構造　　を概

観した（本誌，第３１巻第５ ・６合併号）。 そして，それをふまえて
１４では本題の

作業の第１段階として，Ｉ　ＢＭ杜がそれまでのバソチカード ・システム事業に

基礎をおく企業から新しい コソピ ュータ事業に基礎をおく企業へ転換していく

１９５０年代の組織構造の変革をあきらかにした（本誌・第３２巻第２号）・

　本早では，Ｉ　ＢＭ杜の戦後におげる組織変革の第２段階てある ・１９６０年代中

葉の組織変革に焦点を当てる 。４で対象とした１９５０年代か コソピ ュータの「世

代」規定からすれぱいわゆる「第１世代」に相当する時期であ ったとすれぱ ・

本早で対象とする ，１９６０年代中葉に至る１９６０年代前半の時期は
・「第２世代」 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
および「第２世代」から「第３世代」への移行の時期である 。

　以下本早でも，まず〔１〕で１９６０年代中葉の組織構造の変革の基礎にあ った

１９６０年代前半から中葉にかけての事業構造の変化を概観し１〔２〕で組織構造の

変革の内容を具体的にみていくことにする 。

　　 ！）本稿（１），本誌，第３１巻第４号 ，１９８２年１０月 ，８２～８３ぺ一ジ図１を参照 。

〔１〕１９６０年代前半 ’中葉における事業構造の変化

　（１）「第２世代」への移行とＩ　ｌＢＭ社をめくる競争状況

　¢　トランジスタの開発

　すでにのべたように，コソピ ュータの歴史は・１９５０年代末ごろから１論理素

子としてそれまでの真空管にかわって固体素子トラソジスタが使用されるよう

　　　　　　　　　　　　　　　　（４５１）



　２８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第４号）

になり ，いわゆる「第２世代」に移行していくことにな った 。

　　ここでは・コ：／ピュータそのものの新しい「世代」の展開を説明するに先立

って１まずそのようなｒ世代」交替をすすめたトラソジスタの開発についてか

　んたんにみておく 。

　結論的にいえは・トランシスタの原理が発見されたのは１９４７年のことであり
，

それは周知のアメリカ巨大企業アメリカ電話 ・電信会杜（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｅ１ｅｐｈｏｎｅ

ａｎｄ　Ｔｅ１ｅｇｒａｐｈ　Ｃｏ
・通称ＡＴ＆丁杜）の研究子会杜であるヘノレ電話研究所（Ｂｅ１１

Ｔｅ１ｅｐｈｏｎｅ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ）の
・ショックレイ（Ｓｈｏｃｋ１ｅｙ，Ｗ．Ｂ

．）

，ブラ ッテソ（Ｂｒａｔ ．
ｔａｉｎ，Ｗ．Ｈ

．）

，バー ディーソ（Ｂａｒｄｅｅｎ，Ｊ．）という３人の研究グ ノレー カこよっ て

であ った 。

　３人の中のリーダーはショックレイであ ったが，かれは１９３５年，当時ベノレ電

話研究所の電子管開発部の部長をしており ，のちに同研究所所長をつとめたケ
リー（Ｋｅ１１ｙ，Ｍｌ）の誘いで同研究所 ・電子管部に入り，やはりケリーのすすめ
で・ 真空管と同じ働きを持った装置を固体（半導体結晶）でつくるという研究を

開始した・しかし・この研究は，半導体，すたわち鉄や銅のように電気をよく

通す良導体とコムや陶器のように電気を通さたい不良導体（絶縁体）との中問に

あるような，この奇妙な物質についての物理学的な研究の遅れもあ って，困難

をきわめた 。

　第２次大戦後・ノヨヅクレイを中心とした上記３人の研究クノレーブは研究の

難局をのり切るため・１つの基礎的研究として半導体結晶の表面の電気的な性

質の実験的な研究を進めていたが，この過程で，ブラ ツテソとバーディーソの
２人は１９４７年１２月・今目のトラソソスタの原理を発見することにた った。すな

わち，ゲノレマニウムの小さな結晶の表面に５０ミク肩ソほとの小さな間隔で２本

の針を立て・一方の針をニミヅ タ（放射電極）針としてゲルマニウムに対して正

の電圧をかげ・もう一方の針を コレクタ（集電極）針として負の電圧をかげ，ニ
ミッ タとゲルマニウムを結んだ電気回路に交流信号を入れると，コレクタとゲ

ノレマニウムとを結んだ電気回路にその交流信号が増幅されることが発見された

からである・こうして生み出された半導体（固体）増幅デバイスは，当時ベノレ電

　　　　　　　　　　　　　　　　（４５２）
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話研究所の通信科学部長であ ったピアース（Ｐｉｅｒｃｅ，Ｊ
・Ｒ・）によっ て・“

Ｔｒａｎｓｆｅｒ

Ｒｅｓｉｓｔｏｒ
’’

を縮小して ，“
Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ

’’

と命名されることにな った 。

　このようなトラソソスタ ，すなわち点接触型トラソソスタ　　その仕組みは ，

概念的には図１３のとおりである　　 の発見に際して，クループのリーターであ

るシ ョックレイはち ょうど出張中で実験に直接に参加　　図１２点接触型トラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ンジスタ概念図
してはいたかったが（このため ，特許はブラ ッテソとバー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ　　　　　　　　　コ
ディーソの名で出願された），この点接触型トラソジスタ　　 ミ　　　　 レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ン　　　　　　　ク

の発見後，ただちにショックレイはトラソジスタの原　　ｆ　　　　　て

理を理論的に解明する研究を組織した。そして，間も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ■ス
たくトラソジスタで電気信号が運ばれていくメカニ ズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所）関英男ｒ電気の歴史』
ムが「ｐｎ 接合（ｐｎ　Ｊｕｎｃｔｉｏｎ）」という概念で明確化さ　　　 １ｇ７７年，目本放送出版協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会，１２３ぺ一ジ図５５より 。

れるとともに，そのような理論的な解明の上に立って ・

具体的に，点接触型よりも，よりｒ特性の計　　図１４接合型トラソジスタ概念図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　ペ　　コ算できるトラソジスタ」として面接触型の，　　　　　 ミ　 １　 レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　ス　　ク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ．　　　夕いわゆる接合型トラソジスタ（ｐｎＪｕｎｃｔｉｏｎ　　　　 １　　 Ｉ

Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）の可能性を理論的に提示した。そ

の特許は１９４８年６月に申請されたが，それは ，

図１４にその概念図が示されているように，ｎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出弓〒）関英男，上掲書，１２４ぺ一ジ図５６

型半導体部分を２つのＰ型半導体部分ではさ　　　　より 。

んだ構造をもつものであ った 。

　しかし，このような接合型トラソジスタの可能性が現実化されるためには ，

その素材であるゲノレマニウム単結晶の製造技術，およびそれへの不純物のドー

ピソクを正確にしかも　様に行いうる技術か開発されなけれはならなかったか ，

これにはその後さらに２年が必要であ った。１９５０年，ティーノレ（Ｔｅ・１，Ｇ
．Ｋ．）と

リトノレ（Ｌｉｔｔ１ｅ，Ｊ．Ｂ．）の努力によっ てこのような問題が解決されるとともに ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
シヨックレイの予見した接合型トラソジスタははじめて現実のものとたった 。

　接合型トラソジスタは，つぎのようた３つの点で，先の点接触型トラソジス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
タよりもはるかにすく“れた特性に一もっ ていた。すなわち ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５３）



　３０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第４号）

　第１に１点接触型の場合には電極の針が猫のひげのように半導体表面に押し

つげられているだげなので，ショックや振動によっ て針先がずれて増幅作用が

防げられるという弱点をもっ ていたが，接合型の場合には，その構造からも理

解されうるように（図１３と図１４を比較せよ），シヨックや振動によっ ても電極がず

れたりする心配がなく ，信頼性が格段に高いものとなっていた 。

　第２に・点接触型トラソジスタを作る場合に必要とされた，フォーミソグと

いう経験的に処理されなげればならない操作（すなわち，半導体に２本の針を立て

てから ・トラソジスタに良好な特性を与えるために，コレクタ針に瞬間的に大きな電流

を流す操作）が・接合型の場合には不要となり ，近代技術に必要な機械的な再現

性を十分にそなえたものとな った 。

　第３に１すでに前段でみたように接合型トラソジスタは半導体の特性につい

ての原理的な解明の延長上で理論的に導き出されたものであったから，その発

展をさらに理論的に予測したり ，設計したりすることができることにな った 。

　こうして接合型トラソジスタが実現されるに至って，トラソジスタは急遠に

多くの企業，研究者の関心を口乎ぶことになり ，さまざまな実用化への改良が加

えられていくことにな った。トラソジスタは，それまでの増幅デバイスである

真空管に対して，つぎのようた点で技術的，経済的に決定的な優位性をもっ て
　　４）

いた。すなわち ，

　第１に，それは真空管にくらべて，エネルギー効率がはるかに高かった。真

空管の場合にはフィラメントをつけるということだげのためにたくさんのユネ

ノレギーを注入しなけれぱならなかったが，トラソジスタの場合にはフィラメソ

トをつける必要がまっ たくなくな っているからである 。

　第２に，それは真空管にくらべて，はるかに小さくて，丈夫で，軽いものに

なっ ていた。いうまでもなく ，それは真空管のようにガラス管をつくり ，中の

空気を抜いて，複雑な電極を装入するというような必要をなくしてしまっ たか

らである。この点は，以後の発展段階で，さらにたくさんのトラソジスタが１

つの基板に集約されて，いわゆる集積回路（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ１ｒｃｕ・ｔ略してＩ　Ｃ）が

つくり出されることになる重要な条件であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５４）
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　第３に，それは真空管にくらべて，はるかに寿命が長く ，半永久的であると

いっ てよいものであ った。いうまでもなく ，それは真空管のようにフィラメソ

トが焼げて切れるというような心配を不要なものにしてしまっ ていたからであ

る。 この点は，とくにそれを使ったシステムの技術的な信頼性を飛躍的に高め

たという点で，決定的に重要な意義をもつものであ った 。

　こうして，これまでの真空管にくらべて，技術的，経済的に決定的な優位性

をもつ新しい増幅テハイスとしてのトラソソスタは，１９５０年代半はにかかるこ

ろからその工業化が急速に展開し始め，さまざまな分野でこれまでの真空管に

とっ てかわることにな った。真空管にかわる新しい「トランジスタの時代」が

到来することにな ったわけである 。

　このような増幅デバイス，したがってまた コソピ ュータにとっ ての論理素子

のｒ世代」交替をアメリヵの場合について数量的に示してみると，表２９のとお

　　　　　　表２９種類別増幅デバイスの生産量 ・価格推移（１９５０～１９６７年）

真　　空　　管 トラソジスタ
ダイオード／
半導体整流器 集積回路

年　生産量生産額平均価生産量生産額平均価生産量生産額平均価生産量生産額平均価
　　（１００万（１００万額　　（１００万（１００万額　　（！００万（１００万額　　（１００万（１００万額

　　　個）　 ドル）（ドノレ）　個）　 ドル）（ドル）　個）　 ドノレ）（ドル）　個）　 ドノレ）（ドル）

１９５０　　３８３ ．０　　２５０ ．Ｏ　　Ｏ ．６５

ユ９５１　　３７５ ．６　　２６１ ．Ｏ　　Ｏ．６７

１９５２　　３６８．５　　２５９ ．１　　０ ．７０

１９５３　　４３７．１　　３０３ ．７　　０ ．６９

１９５４３８５．１２７６．００，７２　１．３　５．１３ ・８９

１９５５４７９．８３５８．１０，７５　３，６　１２．３３
．８６

１９５６４６４．２３７４．２０．８１　１２，８　３７．４２．９１　４１，４５０・０１
・２１

１９５７４５６．４３８４．４０．８４　２８，７　６９．７２．４３　５５，７７３．２１
・３１

１９５８３９７．４３４１．９０．８６　４７．１ユ１２．７２．４０　７２，０９５・４１
・３３

１９５９４３２．９３６８．９０．８５　８２．３２２０．０２．７０　１２０．ユ１３３・０１
・１１

１９６０３９３．１３３１．７０．８４１２７．９３０１．５２．３６　１８５．４１７６・８０
・９５

１９６１３７５．０３１１．１０．８３１９０．０２９９．５１．５７　２７８．９１４５－５０
．５２

１９６２３６１．２３０１．５０．８３２４０．３２９１．４１．２１　３５４．３１４３．９０
・４１

１９６３３９５．５２９７．Ｏ　Ｏ．７５３００．０３０５．４１ ．０２ 　４３９．６ユ４７．２０，３３　
０・

５　 １５・８３１ ・６０

１９６４３６８．１２７２．Ｏ　Ｏ．７４４０６．９３３５．９０．８３　６２６．１１８０．７０，２９　２，２　４０・７１８
・５０

１９６５３９６．６２８２．Ｏ　Ｏ．７１６０８．１４０３．９０．６６　９１２．３２２２．４０，２４　９，５７９・１８
・３３

１９６６４４２．９３０１．００．６８８５５．９４７６．１０，５６１ ，３３０．４２６５．７０．２０　２９．５１４８・４　５
・０５

１９６７３２３．３２１０．００．６５７５９．７４０２．５０，５３１ ，３０５．６２２９．８０．１８　６８・６２２７・８　３
・３２

（出所）ＧｒｏｐＰｅ１１ｉ，Ａ ．Ａ ．， ｒ加Ｇ７０〃肋Ｐ７０６榔加肋２０ｏ榊〃〃〃〃鮒ツ ・１９７０・Ｐ
・２４・Ｔａｂ１ｅ２より作成。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５５）
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りである 。

　表２９に示されているように，真空管の生産は１９５０年以降，生産数量でも生産

額でも成長がとまっ てしまっ ているが，他方，トラソジスタおよびその他の半

導体デバイス（ダイォードおよび整流器）は１９５０年代半ぱ以降急速な成長を示し

ている。ここには，上にのべたようた増幅デバイスの「世代」交替が端的に示

されている（さらに１９６０年代半は以降は，新たに集積回路が登場してくるが，この点に

ついては，のちに（２）でふれる）。

　　 ２）以上，トラソジスタの開発過程については，菊池誠ｒ半導体（目経サイニソス

　　　 ９）』１９７０年，日本経済新聞杜，第Ｉ章，関英男ｒ電気の歴史　　先駆者たちの歩

　　　み一』１９７７年，目本放送出版協会，１２２～１２８ぺ一ジ，城阪俊吉『エレクトロニ

　　　 クスを中心とした年代別科学技術史』１９７８年，目刊工業新聞杜，１９２～２０２べ一

　　　 ジ， 水島宜彦『ニレクトロニクスの開拓者たち一電気通信を中心とした科学技

　　　術史』１９７７年・コロ ナ杜，第１２章，『目経エレクトロニクス ・フヅ クス　　ニレ
　　　 クトロニクス５０年史と２１世紀への展望』１９８０年１１月 ，目経マグ ロウヒル杜，第５

　　　章「半導体開発の歴史」，『ニュートソ』第１巻第２号 ，１９８１年８月 ，４０～４７べ一

　　　ジ，などを参照 。

　　３）菊池誠，上掲書，５１～５３ぺ一ジ，６２ぺ一ジ
。

　　４）菊池誠，上掲書，５０～５１べ一ジ
。

　　　「第２世代」コンピ ュータとＩ　ＢＭ社

　以上のようにして，真空管にかわって登場してきた新しい増幅デバイス，ト

ラソシスタは・１９５０年代半は以降，さまさまな電子機器に導入されていくこと

にたったが，それを論理素子として使った，いわゆるソリッド ・ステート ・コ：■

ピュータ（Ｓｏ１１ｄ－Ｓｔａｔｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）がはじめて登場することにたるのは，１９５８年

のことであ った。１９５８年８月，スペリー・ ラソト杜 レミソトン ・ラソト事業部

（Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ ・Ｒｅｍ１ｎｇｔｏｎ　Ｒａｎｄ　Ｄ１ｖ１ｓｌｏｎ）はＵＮＩＶＡＣ　Ｓｏ１１ｄ－Ｓｔａｔｅ

８０を世に出したが，これが史上最初のトラソジスタを採用した（すなわち ，ソ

リヅ ド・ ステート技術Ｓｏ１１ｄ－Ｓｔａｔｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙにもとつく）コソピ ュータとた った 。

　こうして，この「第２世代」コソピ ュータの導入に際してもＩ　ＢＭ杜はスペ

リー・ ラソト杜の後塵を拝することにな った。すでに４でみたように，当時Ｉ

ＢＭ杜はすでにアメリカ ・コソピ ュータ市場の７０劣以上を占めるようにな って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５６）
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おり ，他方スベリー・ ラソド杜のシ ェアは１７％前後にまで低下していた。この

ような市場状況の中で，技術的にはまだ優位性をもっ ていたスペリー・ ラソド

杜は，新しい増幅デバイスの登場を機会に，市場の巻き返えしを計るべく ，む

しろ先進的に「新世代」の コソピ ュータの導入をすすめることになったわげで

ある。当時Ｉ　ＢＭ杜の市場支配の最大の戦略機種は中型 コソピ ュータ６５０であ

ったが，スベリー・ ラソド杜のＵＮＩＶＡＣ　Ｓｏｌｉｄ－Ｓｔａｔｅ８０はまさにこのＩ　ＢＭ

６５０への対抗機種として出されたものであ った 。

　ＵＮＩＶＡＣ　Ｓ　Ｓ８０の導入後，相次いで各杜か「新世代」のトラソソスタ ・

コ：／ピ ュータを導入することにな った。こうしてｒ新世代」コソピ ュータの導

入を計った企業は「第１世代」からの既存企業よりも，むしろこれを機会に コ

ソピ ュータ産業への参入を意図した新規企業が多かった。１９５８年１０月にそれま

でトラソジスタ製造の主導企業の１つであったフィルコ
杜（Ｐｈｉ１ｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）

がＴＲＡＮＳＡＣ　Ｓ－２０００という大型 コソピ ュータを出したカミ，さらにそれに続

いて，１９５８年１１月にはノース ・アメリカソ ・ニイビェーシ ョソ杜・ オートネテ

ィヅ クス
事業部（Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒ．ｃａｎ　Ａｖ．ａｔ．ｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ．ｏｎ ．Ａｕｔｏｎｅｔ．ｃｓ　Ｄ．ｖ．ｓｏｎ）が

ＲＥＣＯＭＰ　ＩＩ，１９５９年６月にはＲＣＡ杜（Ｒａｄ・ｏＣｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎｏｆＡｍｅｒ１ｃａ）がＲＣＡ －

５０１．１９５９年７月にはＧ　Ｅ杜（Ｇｅｎｅｒａ１Ｅ１ｅｃｔｒｉｃ　Ｃひ）がＧＥ－２１０．１９５９年１２月に

はティソタル ・エクイプメソト杜（Ｇ
１ｇ・ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔＣｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）がＰＤＰ－１

．

１９６０年１月には コソトローノレ
・データ杜（Ｃｏｎｔｒｏ１ＤａｔａＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）が１６０４・な

ど，　「新世代」コソピ ュータを相次いで世に出してい った（すでに１９５６年にＢＩＺ

ＭＡＣというコソピュータを出していたＲ　ＣＡ杜を除げば，これらの企業はみなトラソ

ジスタ ・コソピュータの導入を契機とした新観参入企業であ った）。

　これに対して，Ｉ　ＢＭ杜が「第２世代」コソピ ュータを世に出すのは，１９６０

年に入ってからであ った。Ｉ　ＢＭ杜は１９５８年９月に最後の「第１世代」大型 コ

ソピ ュータ７０９を出したが，上のようた「第２世代」コソピ ュータヘの流れの

中で，まずこの７０９をトラソソスタ ・コンピ ュータに再設計し，１９６０年１月

　「第２世代」大型 コンピ ュータ ・７０９０として出荷した 。

　さらに，Ｉ　ＢＭ杜は本格的な「第２世代」コソピ ュータとして，１９６０年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５７）
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から１０月の間に３つの機種を出荷した。第１は，１９６０年３月に出された，７０９０

につぐ大 ・中型 コソピ ュータ７０７０であり ，第２は，１９６０年９月に出された，６５０

にかわる中 ・小型 コソピ ュータとしての１４０１であ った。そして第３は，１９６０

年１０月に出された・科学用小型 コソピ ュータとしての１６２０であ った（本稿（１）
，

本誌，第３１巻第４号 ，８２～８３べ一ジ図１を参照されたい）。

　こうして・Ｉ　ＢＭ杜は・スペリー・ ラソド杜のＵＮＩＶＡＣ　Ｓ．Ｓ．８０の登場か

ら２年近くを経て，１９６０年の半ば，ようやく「第２世代」コソピ ュータの供給

体制を整えることにな った。しかし，こうして体制を整えると，Ｉ　ＢＭ杜はこ

の「第２世代」コソピ ュータの市場においても，たちところに支配的地位を築
き， それまでに確保していた コソピュータ市場におげる支配的地位をゆるぎな
　　　　　　　　　　　５）
く維持することにな った（具体的状況は　で示す）。

　この点で決定的に重要な役割を担ったのは，上にのべたＩ　ＢＭ杜の４機種の

うちでも・とくに中 ・小型 コソピ ュータとしての１４０１であった 。

　１４０１は・発売以降すでに５年以上を経過し，そのライフサイクルの衰退期を

迎えつつあ った６５０の後継機種として開発された。ところで，この６５０はすで

に４の〔１〕でものべたようにｒ第１世代」コソピ ュータの代表機種として爆

発的な好評を博し，Ｉ　ＢＭ杜の圧倒的た市場支配確立にとっ て主軸的た役割を

果たしていた。それは，１９５９年のピーク時には，当時のアメリカにおげるコソ

ピュータ設置総台数３，１００台（この数字は，本稿（３），本誌，第３２巻第２号 ，１９８３年６

月・ ６０べ一ジ表２２における数字と一致しない）のうち，半数近い約１，５００台を占め
　　　６）
てし ・た

。

　この６５０の市場に対しては，すでに１９５８年８月，最初の「第２世代」コソ

ピュータＵＮＩＶＡＣ　Ｓ・Ｓ・８０が参入を計っていた。ＵＮＩＶＡＣは当初はＵＮＩ－

ＶＡＣ独自の９０コラム ・カードのみを使用しており ，まだ他の会杜の機種のユ

ーザーがそれに移行して十分コスト的に割が合うほどの技術的な優位性をもち

あわせていなかった。しかし，１９５９年６月，スペリー・ ラソド杜はＵＮＩＶＡＣ

がＩ　ＢＭ型の８０コラム ・カードを扱い，６５０シ ュミレータ（６５０のイソストラクシ

ョソをＵＮＩＶＡＣに翻訳するソフト ・パッ ヶ一ジ）をとおして６５０イソストラクシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５８）
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ヨソの実行を可能にすると発表した。このようた コソパティヒリティ（利用技術

の互換性）の確立によつ て， スペリー・ ラソド杜は６５０のユーザーにＵＮＩＶＡＣ

への移行をすすめうるコスト ・パフォーマソスを整備することにな った。ある

コソピ ュータ ・パフォーマソスの言十算によれぼ，ＵＮＩＶＡＣは６５０より１ド
ノレ

あたり５０劣以上のオペレーショソを生み出すことになったとされている・こ

のような コスト ・バフォーマソスの差が生ずるようになったことについては ，

「新世代」コソピ ュータとしてのＵＮＩＶＡＣの技術そのものの優位性と同時

に， 他方，６５０が出荷後４年たちながら価格はずっと据え置きにたっていたこ

とも大きく作用していた 。

　このような状況の中で，Ｉ　ＢＭ杜は早急に６５０の「新世代」後継機種の整備

をして，ＵＮＩＶＡＣの６５０市場への参入に対応しなげればならなくたっていた 。

そして，このようた役割を担って登場したのが，１４０１であ った（１９５９年１０月発

表， １９６０年９月出荷）。

　１４０１は，６５０およびＵＮＩＶＡＣ　Ｓ ．Ｓ．８０とくらべてどちらよりもはるかにす

ぐれたバフォーマソスをもつものであ った。たとえばヵ一ド ・リーダーのス

ピードは，６５０が毎分２５０枚，ＵＮＩＶＡＣが４５０～６００枚であったのに対して ・

１４０１は８００枚の能力をもっ ていた。また加算時間については・６５０が７００マイ

クロセカソド，ＵＮＩＶＡＣが５１０マイクロセカソドであったのに対して
・１４０！

は２３０マイクロセカソドにた っていた。あるパフォーマソス計算によれば ，

１４０１はＵＮＩＶＡＣの２倍以上のパフォープソスをもつことにな ったといわれ

てし ・る 。

　こうして ，　 Ｉ　ＢＭ杜は，スペリー・ ラソド杜のＵＮＩＶＡＣ　Ｓ
・Ｓ・８０による

６５０市場への参入に対して，１４０１を出すことによっ て対応したが，それは上の

ようたすぐれたパフォーマソスをもっ て６５０を継承し，その市場をＵＮＩＶＡＣ

の蚕食から守った。それのみではなく ，１４０１はそのクラスの市場で以前よりさ

らに圧倒的なシ ヱァを確保することにな った。したがってそれは・Ｉ　ＢＭ杜の

圧倒的な コソピ ュータ市場の支配にとっ て「第１世代」においては６５０が果た

していたと同様の主軸的な役割を「第２世代」において果たすことにな ったわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５９）
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げである 。１９６５年６月時点でみてみると（このころが１４０１のピーク時であ った）
，

当時のアメリカにおげる コソピ ュータ設置総台数約２７，５００台のうち，その約３

分の１にあたる９，１５０台が１４０１によっ て占められていた。さらにこれに１４１０．
１４４０．１４６０などの同シリーズのものを含めれぱ，実に合計１２，７５０台が１４００シリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
一ズによっ て占められることになっていた 。

　ところで・以上のことをスペリー・ ラソド杜の側からいえば，同杜は「第１

世代」に続き「第２世代」においてもそのバイオニア企業とたったが，結果的

にはやはりＩ　ＢＭ杜に主導権を握られ，劣勢ぱん回の機会を得ることができな

かっ たということを意味していた 。

　たしかにＵＮＩＶＡＣ　Ｓ・Ｓ・８０は，６５０に対しては有効な競争を展開すること

ができた。しかし，６５０がすでに出荷後４年を経過し，ライフサイクルの成熟

期に入っていたことを考慮すれば，ＵＮＩＶＡＣにとっ て真の攻撃目標となるの

は・ つぎに準備されている６５０の後継機種の方であった。そして，この後継機

種１４０１との競争においては，ＵＮＩＶＡＣは，１４０１が登場するまでの一時期確保

しえた優位性を緯持することができなかったわげである。この場合，ＵＮＩＶＡＣ

にとっ ては，それが６５０とコンパティビリティ をもたらされていたことが，こ

んどは逆に不利に作用することにな った。ＵＮＩＶＡＣは価格を６５０と同じ水準

に設定していたので，後継機種１４０１が出されると，ＵＮＩＶＡＣに一度移行した

ユーザーがふたたびＩ　ＢＭ杜ヘスウィッ チ・ バックしていくことを許すことに

なっ たからである（この場合，アタ ッヵ一としてのＵＮＩＶＡＣの価格戦略としては ，

性能のはるかに上昇した後継機種の登場が当然予想されるとすれぱ，それとの競争に耐

えうるに十分低い価格を設定すべきであ ったとも考えられる 。しかし，ＵＮＩＶＡＣはその
　　　　　　　　　　　　８）
うな価格戦略をとらなか った）。

　　５）以上，「第２世代」コソピュータの導入にづいては ，Ｂｒｏｃｋ，Ｇ．Ｗ．， 丁加ひユ
　　　Ｃｏ刎ク〃〃１〃伽ｓかツ＿Ａ　Ｓ〃６ツｏゾルｒ〃加≠Ｐｏ〃〃，　１９７５ ，　 ｐｐ．１３＿１６

，　Ｓｏｂｅ１，　Ｒ
．，

　　　１Ｂ”一ＣｏＺｏｓｓ〃ｓ閉丁舳ｓ肋ｏ犯，１９８１，ＰＰ１６２－１６８　青木栄一訳ｒ　Ｉ　ＢＭ　　情報

　　　巨人の素顔』１９８２年，ダイヤモソド杜，２０３～２１０ぺ一ジ，による 。
　　６）Ｓｏｂｅｌ，功・ｏ北，Ｐ

．１６７：
上掲邦訳，２１０べ一ジ 。

　　７）後に（２）の＠で掲げる表３４を参照
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６０）
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　　８）以上，ＵＮＩＶＡＣ　Ｓ
．Ｓ．８０のＩ　ＢＭ６５０市場への参入と ，これに対する１４０１の

　　　導入については ，Ｂｒｏｃｋ，功・泓・ＰＰ・９２－９３による 。

　　　「第２世代」の市場構造

　以上のように，コソピ ュータの「第２世代」は１９５８年スペリー・ ラソド杜の

ＵＮＩＶＡＣ　Ｓ ．Ｓ．８０の登場によっ て口火を切られ，１９６０年Ｉ　ＢＭ杜が７０９０ ．

７０７０．１４０１．１６２０といった大型から小型までの一連の「第２世代」コソピ ュー

タを整備するに至って本格的た発展段階を迎えた 。

　ここでは，こうして「第２世代」の段階を迎えたアメリカ ・コソピ ュータ産

業がどのような市場構造をもつようになっていたか，すなわちそこではどのよ

うな企業が競争しあい，どのようにプーケット ・シ ェアを占めあっていたかを

少し具体的にみておく 。

　このために，ここでは１９６２年９月時点をとっ て， まずこの時点で各 コソピ ュ

ータ製造企業が設置しているコソピ ュータ機種とその設置 ・受注台数の一覧を

示してみると，表３０のとおりである（ただし，表３０が依拠しているＣｏ舳〃船・”

ん‘１０伽１伽誌のデータは一部推定を合んでおり ，完全なものではない。しかし・他によ

り完全な資料を入手しえないので，とりあえずこれで満足せざるをえたい。後掲の表３４ ，

３５についても同様）。

　この表をみてみると ，１９６２年９月の時点で コソピ ュータを製造（販売）して

いた企業は，ごく小規模な設置台数の企業も含めると（それらは１９６１～６２年に参

入してきたものが多い），合計２５杜であ った（別の資料によ汕ま・この他にいくつか ・

すでに出荷をやめているがごく少台数既設コソピュータが稼動している小規模企業があ

るとも考えられるが，大勢に影響のあるものではない）。

　これらの コソピ ュータ製造企業の中で，Ｉ　ＢＭ杜の占める地位は・コンピ ュ

ータ設置総台数１１，３８７台のうち６，９７０台，すなわち６１．２劣がＩ　ＢＭ杜のものに

よっ て占められているということに端的に示されている。さらに受注台数（未

出荷）では，受注総台数８，１６９台のうち５
，８４３台・すなわち７ユ・５劣がＩ　ＢＭ杜

によっ て占められることにな っていた 。

　これに対して，もっとも強力な競争相手であるスペリー・ ラソト杜（ＵＮＩ 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６１）
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表３０

　　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学’（第３２巻 ・第４号）

１９６２年におげる企業別 ・機種別 コソピュータ設置 ・受注台数（１９６２年９月現在）

会　　杜　　名
Ａｄｄｒｅｓｓｏｇｒａｐｈ

＿

機　種　名

Ｍｕｌｔ１ｇｒａｐｈ

１…
一・・・…ｔ・・

Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｓｃｉｅｎｔｉｉｃ

　ＩｎＳｔｒｕｍｅｎｔＳ

Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒ１ｃａｎ

　Ａｖｉａｔｉｏｎ（Ａｕｔｏｎｅｔｉｃｓ）

ＡＳＩ＿２１０

ＡＳＩ＿４２０

（Ｔｏｔａ１）

ＲＥＣＯＭＰ 　ＩＩ

ＲＥＣＯＭＰ　ＩＩＩ

（Ｔｏｔａ１）

１鵜 レソ綱１瀦／騎
７， ５００ ２／６１

２． ８５０

１２，５００

２． ４９５

１， ４９５

Ｂｅｎｄｉｘ Ｇ－１５ホ

Ｇ－２０

（Ｔｏｔａｌ）

２． １５０

１５，５００

４／６２

－／６２

１１／５８

６／６１

７／５５

４／６１

１設置簡
３

４

０

４

１３０

２５

１５５

３５０

２０

３７０

１受注鶴
２

２

１

３

０

０

０

１４

　６

２０

Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ　　　　　　　　　　２０５ホ　　　　　　　　　　　　　　４，６００ １／５４ ９２ Ｘ

２２０ホ

　　　　　　１４，０００
１０／５８ ５８ Ｘ

Ｅ１０１／１０３ホ　　　　　　　１ ，ＯＯＯ １／５６ １５７ Ｘ

Ｂ２５０　　　　　　　　　　　５，Ｏ００ １１／６１ １８ ３５

Ｂ２６０　　　　　　　　　　３，７５０
一

０ ４０

Ｂ２７０　　　　　　　　　　７，０００ ７／６２ ２ ３０

Ｂ２８０　　　　　　　　　　　６ ，５００
一

Ｏ １４

Ｂ５０００　　　　　　　　　１６ ，２００
・ ０ ９

（Ｔｏｔａ１）
３２７ １２８

Ｃ１ａｒｙ １・・
一・・／・・一… 一 ６５０

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏ１

Ｃｏｎｔｒｏ１Ｄａｔａ

Ｄ１ｇ１ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔ

ＤＤＰ＿１９

ＤＤＰ＿２５

ＳＰＥＣ

（Ｔｏｔａ１）

ＣＤＣ－１６０／１６０Ａ

ＣＤＣ＿１６０４

ＣＤＣ＿３６００

（Ｔｏｔａ１）

ＰＤＰ－１

ＰＤＰ－４

（Ｔｏｔａ１）

２． ８００

３， Ｏ００

　８００

２， ｏｏｏ／３．５００

　　３５．０００

　　５２，０００

　　Ｓｏ１ｄ　ｏｎ１ｙ

ａｂｏｕｔ　５００，０００

　　Ｓｏ１ｄ　ｏｎ１ｙ

ａｂｏｕｔ　１００，０００

Ｅ１－ｔｒｏｎｉｃｓ １・・ｗ・・１１１・
・ ２， ５００

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅ１ｅｃｔｒｉｃ ＧＥ＿２１０

ＧＥ＿２２５

（Ｔｏｔａ１）

１６．０００

７， ＯＯＯ

２／６０

６／６１

５／６０

５／６０＆７／６１

　　　１／６０

１１／６０

８／６２

２／５４

７／５９

４／６１

６８

１

０

８

９

１９５

３６

　０

２３１

１７

１

１８

３２

５３

６０

１１３

１０

２

１

２

５

５５

１２

　２

６９

１２

２

１４

Ｘ

３３

５７

９０

（４６２）

■て



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（４）（坂本） ３９

会　　杜　　名

Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｅｃ１ｓ１ｏｎ

Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

ＨＲＢ＿Ｓｉｎｇｅｒ

ＩＢＭ

Ｉｎｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

ＩＴＴ

Ｍｏｎｒｏｅ　Ｃａ１ｃｕ１ａｔ１ｎｇ

　Ｍａｃｈｉｎｅ

Ｎａｔｉｏｎａ１Ｃａｓｈ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ

機　種　名

ＬＧＰ＿３０オ

ＲＰＣ－４０００

（Ｔｏｔａ１）

Ｈ－２９０

Ｈ－４００

Ｈ－８００

Ｈ－１８００

ＤＡＴＡｍａｔｉｃ１０００ホ
！

（Ｔｏｔａｌ）

ＳＥＭＡ２０００

３０５ホ

６５０＿Ｃａｒｄ “

６５０＿Ｒａｍａｃホ

１４０１

１４１０

１６２０

７０１ホ

７０２ホ

７０３０

７０４“

７０５ホ

７０７０

７０７２

７０７４

７０８０

７０９ホ

７０９０

７０９４

（Ｔｏｔａ１）

ＩＳＩ－６０９

７３００ＡＤＸ

ＭＯＮＲＯＢＯＴ　ＩＸ “

ＭＯＮＲＯＢＯＴ　ＸＩ

（Ｔｏｔａ１）

ＮＣＲ＿１０２ホ

ＮＣＲ－３０４

ＮＣＲ－３１０

ＮＣＲ－３１５

ＮＣＲ－３９０

（Ｔｏｔａｌ）

平均 レソタル料
月額　　（ド ノレ）

１． ３００

１， ８７５

３， ＯＯＯ　ｕｐ

８， Ｏ００

２２．０００

３０，０００ｕｐ

７００

３． ６００

４， ＯＯ０

９． ０００

２． ５００

１０，ＯＯ０

１， ６２０

３００，ＯＯ０

３２，ＯＯ０

３０．０００

２４，Ｏ００

１５．８００

２９．３００

５５．０００

４０．０００

６４，ＯＯ０

７０，Ｏ００

４， Ｏ００

３０，０００

３４０

７００

１４，ＯＯ０

２． ０００

７． ２５０

１， ８５０

初出荷時
（月／年）

９／５６

１／６１

６／６０

１２／６１

１２／６０

－／６３

１２／５７

１／６２

１２／５７

１１／５４

１１／５４

９／６０

１１／６１

９／６０

４／５３

２／５５

５／６１

１２／５５

１１／５５

３／６０

８／６１

９／５８

１１／５９

９／６２

２／５８

９／６１

３／５８

６／６０

１／６０

５／６１

５／６２

５／６１

設置台数
　　（台）

４００

６０

４６０

９

１４

３８

０

７

６８

１２

　９２５

　７３５

　２６２

３， Ｏ００

　　３３

１． ２６５

　　４

　　５

　　３

　　８９

　１６０

　２２０

　　０

　　　０

　　３０

　　４５

　１９０

　　　４

６， ９７０

１８

２

１４５

１４０

２８５

３０

２９

２０

１０

２００

２８９

受注台数
　　（台）

２０

２０

４０

４

１１

１４

３

×

３２

１４

　　Ｘ

　　Ｘ

　　Ｘ

４． ５００

　４５０

　４５０

　　Ｘ

　　Ｘ

　　Ｘ

　　Ｘ

　　Ｘ

　２６５

　　０

　　　０

　　２５

　　×

　１５０

　　　３

５， ８４３

５

１

２０

１１０

１３０

Ｘ

　１

３５

１００

２００

３３６

（４６３）



４０
立命館経済学（第３２巻 ・第４号）

会　　杜　　名 機種　名
平均 レソタル料
額　　（ドル）

初出荷時
（月／年）

設置台数 受注台数
（台） （台）

Ｐａｃｋａｒｄ　Ｂｅ１１ ＰＢ２５０ １， ２００ １２／６０ １０９ ２２

Ｐｈｉｌｃｏ
２０００－２１２ ６８，Ｏ００ 一／６３ ０ ５

２０００－２１１ ４０，ＯＯＯ １０／５８ １０ １０

２０００－２１０ ３６，０００ １０／５８
７ ９

（Ｔｏｔａ１）
１７ ２４

Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｒｐ．ｏｆ ＢＩＺＭＡＣ｝

・Ａｍｅｒｉｃａ

一／５６ ４ Ｘ

ＲＣＡ＿３０１ ６， ０００ ２／６１ １２１ ３３０

ＲＣＡ＿５０１ １５，０００ ６／５９ ７８ １０

ＲＣＡ＿６０１ ３５，ＯＯＯ 一／６２
Ｏ ６

（Ｔｏｔａ１）
２０３ ３４６

Ｓｃｉｅｎｔｉｉｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ ＳＤＳ－９１０ １， ７００ ８／６２ ２ １０

ＳＤＳ－９２０ ２， ５００ ９／６２
１ ４

（Ｔｏｔａ１）
３ １４

ＴＲＷ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＲＷ５３０ ２， ５００ ８／６１ １３ ６

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ） Ｓｏ１ｉｄ－Ｓｔａｔｅ８０
，

９０，＆Ｓｔｅｐ ８， ０００ ８／５８ ５２３ １５３

Ｓｏ１ｉｄ－Ｓｔａｔｅ　ＩＩ ８， ５００ ９／６２ １ ３２

４９０ ２６，Ｏ００ １２／６１
３ １２

１１０７ ４５，０００ １０／６２ Ｏ １５

ＩＩＩ
２０，０００ ８／６２

１ ６５

ＬＡＲＣ １３５，０００ ５／６０
２ Ｘ

１１００Ｓｅｒｉｅｓ“

（ｅｘｃｅｐｔ１１０７）
３５，０００ １２／５０ ３２ Ｘ

Ｉ＆ＩＦ ２５，０００
３／５１＆

１１／５７
６５ Ｘ

Ｆｉｌｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ“ １５，ＯＯＯ ８／５６ ７７ １

４０，６０＆１２０心 １， ３５０ 一／５３ ９０４ ３７

１００４ １， ２００ 一／６３ ０ ７００

（Ｔｏｔａ１） １， ６０８ １， ０１５

Ｔｏｔａｌｓ １１，３８７ ８， １６９

（出所）Ｃ０刎〃伽８伽６ス”０舳”０〃（ｂｙ　Ｂｅｒｋｅｌｅｙ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓ ，Ｉｎｃ ．） ，ｙｏ１．ｕ，Ｎｏ ．ユ０，Ｏｃｔｏｂｅｒユ９６２
，

　　　Ｍｏｎｔｈ１ｙ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｅｎｓｕｓ より作成 。

（注）Ｏ　本表の設置台数，受注台数には，企業によ っては一部推定による部分が含まれている。なお，同上数
　　　　は，アメリカ国外の分も合む 。

　　　　　機種名末尾の “印は，「第ユ世代」機種であることを示す 。

　　　＠　受注ム数におけるＸは，すでに生産が中止されていることを示す 。

　　　　　一印は不詳 。

ＶＡＣ）の場合をみてみると，設置台数では全体の１４．１劣にあたる１，６０８台，さ

らに受注台数では１２．４劣にあたる１，０１５台を占めるにとどまっ ていた 。

　　こうして，Ｉ　ＢＭ杜の設置台数は，１９６０年代に入って市場が急速に拡大し ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６４）

（７



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（４〕（坂本）　　　　　　　　　　　　
４１

既存企業に新規参入企業が加わってさまざまなタイプの機種を世に出していく

という状況の中で，いく分その比重を低下させることにはなっているが，依然

として６０％を超える市場を占めることにた っていた 。

　ところで，以上は コソピ ュータ市場をトータノレにみた場合の大ざっぱな状況

であるが，すでにあきらかたように，この時期に設置されているコソピ ュータ

には「第１世代」と「第２世代」の コソピ ュータが並存することになっていた ・

さらに，この時蜘こなると，コソピ ュータ市場は具体帥こその機種の規模
・能

力によっ て大型 ・中型 ・小型といったいくつかのラソク別の市場に明確に分か

れることになってきていた 。

　そこで，さらにこのような点から，この時期の コソピ ュータ市場をもう少し

具体的にみてみる 。表３１は，この時期に設置されていた コソピ ュータをまず

　「世代」別に分け，さらにそれぞれについて規模別の市場構造を示したもので

ある 。

　まず「第１世代」コソピ ュータ市場をみてみると・そこではこの時期になる

と設置台数か年々減少の方向をたとっ ていたが，１９６２年現在においてまだ総設

置台数の約３分の１にあたる約３，４００台が稼動していた（ただし・後述の簡易 コ

ソピュ＿タの部分を除く）。 これをさらに大型 ・中型 ・小型および簡易 コソピ ュ

＿タ（Ｍｉｓｃｅ１１ａｎｅｏｕｓ）の各市場に区分してみると，いずれのクラスにおいても

　Ｉ　ＢＭ杜の機種が圧倒的たシ ェアをもっ ていることがわかる 。すたわち，大型

クラスでは７０４と７０５を中心とした７００シリーズが６５．３劣を占め・また中型ク

ラスでは６５０（中型）が４５．９劣を占めていた。ただ中型クラスでは
・Ｂｅｎｄｉｘ　Ｇ

・

ユ５，ＵＮＩＶＡＣ　Ｆｉｌｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ，Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ２０５なども相当に進出しており ・

６５０Ｒａｍａｃ とかなりいい勝負にな っていた。他方，小型クラスでは６０５Ｃａｒｄ

（小型）と３０５Ｒａｍａｃ が圧倒的に強く ，Ｉ　ＢＭ杜が７１．２％を占める状態とた っ

　てし ・た 。

　　このような旧型 ・残存市場に対して（ここにはｒ第１世代」における市場構造の

構図か示されている），新しい「第２世代」コソピ ュータ市場をみてみると・こ

　こでは総設置台数の約３分の２にあたる６，７４１台が稼動し，さらにこの設置台

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６５）



４２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第４号）

　　　　　　　表３１１９６２年におけるコンピュータ産業の「世代」別 ・観模別構造
（１）「第１世代」コンピュータ

会　　杜　　名
工〃７８６－ｓ６０加

　Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

　ＩＢＭ

Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｒｐ．ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

１吻２６！〃〃２一、Ｓ６０Ｚ２

　Ｂｅｎｄｉｘ

　Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

　ＩＢＭ

　Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

５■〃！ｏ〃ｒＳ６０１２

　Ｂｅｎｄｉｘ

　Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

　Ｅ１－ｔｒｏｎｉｃｓ

　Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｅｃ１ｓ１ｏｎ

　ＩＢＭ

Ｎａｔ１ｏｎａ１Ｃａｓｈ　Ｒｅｇ１ｓｔｅｒ

〃を蜘〃０他０洲

　Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

　Ｃ１ａｒｙ

　ＩＢＭ

Ｍｏｎｒｏｅ

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

Ｕｎｄｅｒｗｏｏｄ

機　　　種 名

２２０

７０１

７０２

７０４

７０５

７０９

ＤＡＴＡｍａｔｉｃ１０００

ＢＩＺＭＡＣ

１１ＯＯＳｅｒ１ｅｓ（ｅｘｃｅｐｔ１１０７）

Ｉ＆ＩＩ

（Ｔｏｔａ１）

Ｇ＿１５（ｗ１ｔｈ　ｔａｐｅｓ）

２０５（ｗｉｔｈ　ｔａｐｅｓ）

６５０Ｒａｍａｃ（ｗｉｔｈ　ｔａｐｅｓ）

Ｆｉ１ｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

（Ｔｏｔａ１）

Ｇ＿１５（ｎｏ　ｔａｐｅｓ）

２０５　（ｎｏ　ｔａｐｅｓ）

ＡＬＷＡＣ　ＩＩＩ－Ｅ

ＬＧＰ＿３０

６５０Ｃａｒｄ

３０５Ｒａｍａｃ

ＮＣＲ＿１０２

（Ｔｏｔａ１）

Ｅ－１０１＆Ｅ －１０３

ＤＥ６０

６０４

６０７

６０８

６０９＆６０９Ｂ －１

６１０

ＭＯＮＲＯＢＯＴ　ＩＸ

４０，　６０　＆二　１２０

１００

Ｔｏｔａ１

１設置台数（台）１受注台数（台

５８　　　　　×

　４　　　　　×

　５　　　　　×

８９　　　　　×

１６０　　　　　×

４５　　　　　×

　７　　　　　×

　４　　　　　×

３２　　　　　×

６５　　　　　×

４６９　　　　　　０

１５７　　　　　　６

７５　　　　　×

２６２　　　　　×

７７　　　　　　１

５７１　　　　　　７

　１９３　　　　　　８

　　１７　　　　　×

　　３２　　　　　×

　４００　　　　　２０

　７３５　　　　　×

　９２５　　　　　×

　　３０　　　　　×
２． ３３２　　　　　２８

　１５７

　　６８

４． ８００

　４５０

　　５０

　２５０

　２２５

　１４５

　９０４

　　　４

７， ０５３

Ｘ

１０

３５０

２１０

２５

２０

３７

６５２

（４６６）

プ



（２）「第２世代」コソピュータ

会　　杜　　名

Ｅ五‘ブｏ ■乙０７９２－ｓｏｏｚ２

　ＩＢＭ

　Ｓｐｅ汀ｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

１二
’０７９２－

Ｓ６０Ｚ２

　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｄａｔａ

　Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

　ＩＢＭ

ＩＴＴ

Ｐｈｉｌｃ０

Ｒａｄｉｏ：；Ｃｏｒｐ．ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ

Ｓｐ。。。。Ｒ・・ｄ（耐１孤Ｃ）

１吻６ｄ｛〃〃一一Ｓ６０Ｚ２

　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｓｃｉｅｎｔｉ丘ｃ

　　　ＩｎＳｔｍｍｅｎｔＳ

　Ｂｅｎｄｉｘ

　Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

　Ｇｅｎｅｒａ１Ｅ１ｅｃｔｒｉｃ

　Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

　ＩＢＭ

　　Ｎａｔｉｏｎａ１Ｃａｓｈ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ

　　Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｒｐ．ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ

　　Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩｙＡＣ）

Ｓ■
〃一〇〃一

ＳｏｏＺ６

　Ａｄｄｒｅｓｓｏｇｒａｐｈ＿Ｍｕ１ｔ１ｇｒａｐｈ

　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｓｃｉｅｎｔｉ丘ｃ

　　　ＩｎＳｔｍｍｅｎｔＳ

　Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏ１

　　Ｄｉｇｉｔａ１Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ

　　Ｇｅｎｅｒａ１Ｅｌｅｃｔｒｉｃ

Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（４）（坂本）

機　　種　　名

ＳＴＲＥＴＣＨ

ＬＡＲＣ

（Ｔｏｔａ１）

ＣＤＣ＿１６０４

ＣＤＣ＿３６００

Ｈ－１８００

７０８０

７０９０

７０９４

７３００ＡＤＸ

２０００＿２！０　＆　２１１

２０００＿２１２

ＲＣＡ－６０１

１１０７

４９０

（Ｔｏｔａ１）

ＡＳＩ＿４２０

Ｇ－２０

Ｂ５０００

ＧＥ＿２１０

Ｈ－８００

７０７０．７０７２，＆７０７４

ＮＣＲ－３０４

ＲＣＡ－５０１

皿

（Ｔｏｔａ１）

ＥＤＰ－９００Ｓｙｓｔｅｍ

ＡＳＩ＿２１０

Ｂ２５０，Ｂ２６０，Ｂ２７０，Ｂ２８０

ＤＤＰ＿１９

ＤＤＰ＿２５

ＰＤＰ－１

ＰＤＰ－４

ＧＥ－２２５

　　　　　　（４６７）

４３

１設置台数（台）１受注台数（台）

３　　　　　　×

２　　　　　　×

５　　　　　　０

３６

　０

３０

１９０

　４

　２

１７

　０

　０

　０

　３

２８２

　０

２０

　０

５３

３８

２２０

２９

７８

　１

４３９

３

４

２０

　１

　０

１７

　！

６０

１２

　２

　３

２５

１５０

　３

　１

１９

　５

　６

１５

１２

２５３

　１

　６

　９

３３

１４

２６５

　１

１０

６５

４０４

　２

　２

１１９

　２

　１

１２

　２

５７



４４

会　　杜　　名
Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

ＩＢＭ

Ｉｎｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

Ｎａｔｉｏｎａ１Ｃａｓｈ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ

Ｒａｄｉｏ　Ｃｏｒｐ．ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

Ｓｃｉｅｎｔｉ丘ｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

ＴＲＷ

刀６ｓ尾

　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ

　Ｃｏｎｔｒｏ１Ｄａｔａ

　Ｇｅｎｅｒａ１Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ

　ＨＲＢ　Ｓｉｎｇｅｒ

　ＩＢＭ

　Ｍｏｎｒｏｅ

　Ｎａｔｉｏｎａ１Ｃａｓｈ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ

Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒ１ｃａｎ　Ａｖ１ａｔ１ｏｎ

Ｐａｃｋａｒｄ　Ｂｅ１１

Ｓｃｉｅｎｔｉ丘ｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

Ｓｐｅｒｒｙ　Ｒａｎｄ（ＵＮＩＶＡＣ）

立命館経済学（第３２巻 ・第４号）

機　　種　　名
Ｈ－２９０

Ｈ－４００

１４０１

１４１０

ＩＳＩ＿６０９

ＮＣＲ＿３１５

ＲＣＡ－３０１

Ｓｏｌｉｄ＿Ｓｔａｔｅ８０＆　９０

Ｓｏ１ｉｄ－Ｓｔａｔｅ　ＩＩ

ＳＤＳ＿９２０

ＲＷ＿５３０

（Ｔｏｔａｌ）

ＳＰＥＣ

ＣＤＣ＿１６０＆１６０Ａ

ＲＰＣ－４０００

ＳＥＭＡ２０００

１６２０

ＭＯＮＲＯＢＯＴ　ＸＩ

ＮＣＲ＿３９０

ＮＣＲ＿３１０

ＲＥＣＯＭＰ 　ＩＩ

ＲＥＣＯＭＰ 　ＩＩＩ

ＰＢ＿２５０

ＳＤＳ－９１０

１００４

（Ｔｏｔａ１）

１設置台数（台）

　　　９

　　１４

３， Ｏ００

　　３３

　　１８

　　１０

　１２１

　５２３

　　１

　　１

　　１３

３， ８４９

　　　８

　１９５

　　６０

　　１２

ユ， ２６５

　１４０

　２００

　　２０

　１３０

　　２５

　１０９

　　２

　　０

２， １６６

１受注台数（台

　　　４

　　１１

４． ５００

　４５０

　　　５

　１００

　３３０

　１５３

　　３２

　　４

　　６
５， ７９２

　　　２

　　５５

　　２０

　　１４

　４５０

　１１０

　２００

　　３５

　　０

　　０

　　２２

　　１０

　７００

１， ６１８

　（出所）表３０より作成 。

　（注）¢規模別区分の規準は・Ｃｏ榊〃舳ｏ〃ルまｏ舳〃ｏ〃，Ａｐｒｉ１ユ９６２のＤｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｅ．ｓｕｓの規

　　　　　準によっている 。

　　　　ぼ奮鑑諦。織蛛、騰鞠、駕瞭篇破ル鷲恨
、；ｌｌ；ま

維　　　　　　ドル未満が目途とされてい乱Ｍｉｓｃｅ１１舳ｅｏｕｓに合まれるのは単なる電子式計算機からコンピュ＿タヘ

　　　　　の過渡段階のものを合む，簡易コンピュータである。Ｍｉｓｃｅｌ１ａｎｅｏｕｓに合まれているＩ　ＢＭ社およぴ
　　　　　Ｕｎｄｅｒｗ００ｄ社の機種は，表３０には含まれていない 。
　　　　ゆ　「第２世代」の規模別区分の基準はレンタル料月額べ一スで以下のとおりである 。一Ｅｘｔｒａ＝Ｌａｒｇｅ－
　　　　　 Ｓｃａｌｅ：７５・０００ドル以上・Ｌａｒｇｅ－Ｓｃａｌｅ：２５ ，０００～７５，０００ドル，Ｍｅｄｉｕｍ－Ｓｃａ１ｅ：ユ２，０００～２５，０００ドル

，

　　　　　 Ｓａｍ１１－Ｓｃａ１ｅ：２，０００～ユ２，０００ドル，Ｄｅｓｋ；２，０００ドル未満
。

　　　　＠上記の規準は大きな目途であり，境界的なところでは実際的な判断にしたがったところがある 。

数をこえる８，０６７台の注文（未出荷）が存在していた。これらはさらに超大型
（Ｅｘｔｒａ　Ｌａｒｇｅ） ・大型（Ｌａｒｇｅ） ・中型（Ｍｅｄｉｕｍ） ・中小型（Ｓｍａ１１） ・小型（Ｄｅｓｋ）

という５つのクラスに区分されうるが，表にみられるように，５台を３台と２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６８）

、Ｔ



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（４）（坂本）　　　　　　　　　　　　　
４５

台ずつＩＢＭ ・ＳＴＲＥＴＣＨとＵＮＩＶＡＣ ・ＬＡＲＣで分げ合っている超大型クラ

スを除げぱ，やはりいずれのクラスの市場においてもＩ　ＢＭ杜の機種が圧倒的

なシ ェアを占め続げることになっていた 。

　大型クラスでは，７０８０．７０９０．７０９４が総設置台数２８２台のうちの２２４台で

７９．４劣，受注台数では２５３台のうちの１７８台で７０．４％を占めていた 。

　中型クラスでは，７０７０．７０７２．７０７４とい った７０００シリーズが設置台数では

４３９台のうちの２２０台で５０．１劣，受注台数では４０４台のうちの２６５台で６５．６％

を占めていた 。

　中小型クラスでは，「第２世代」の代表機種１４０１と１４１０が設置台数では３・８４９

台のうちの３，０３３台で７８．８％，受注台数では５，７９２台のうちの４
，９５０台で８５ ．５

％を占めていた。このクラスでは，Ｉ　ＢＭ杜以外では，　「第２世代」コソピ ュ

＿タのパイオニア機種であ ったＵＮＩＶＡＣ　Ｓｏ１ｉｄ　Ｓｔａｔｅ８０および９０が設置台

数で５２３台，１３．６％を占めていた。しかし，同機は受注台数では１５３台とむし

ろ大きく落ち込んでいるのが目立っている ・

　小型クラスでは，１６２０が設置台数では２，１６６台のうちの！，２６５台で５８．４劣 ，

受注台数では１，６１８台のうちの４５０台で２７．８劣を占めていた。このクラスでは ，

すでにあきらかなように，Ｉ　ＢＭ杜以外の機種がかなり市場に食い込んでいた 。

すたわち，ＮＣＲ杜３９０と３１０があわせて２２０台で１０
．２％，コソトローノレ ・デ

ータ杜のＣＤＣ１６０が１９５台で９．Ｏ劣，ノース ・アメリカソ ・エイピェ｝ショ

ソ杜（オ＿トネテイツクス
事業部Ａｕｔｏｎｅｔｉｃｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ）のＲＥＣＯＭＰ　ＩＩとＩＩＩがあ

わせて１５５台で７．２劣，リツトソ ・イソダストリーズ杜傘下のモソロー計算機

会杜（Ｍｏｎｒｏｅ　Ｃａ１ｃｕ１ａｔｉｎｇ　Ｃｏ．）のＭｏｎｒｏｂｏｔ　ＸＩが１４０台で６・５劣と１他のク

ラスの市場にくらべればＩ　ＢＭ杜以外の機種がそれぞれ堅実なシ ェアを占めて

し・た。

　こうして，Ｉ　ＢＭ杜は，クラスごとに多少度合のちがいはあ ったが，大型か

ら小型までいずれのクラスにおいてもすべて５０％以上のシ ェァを握るという ・

オーノレラウソドな コソピ ュータ市場の支配体制を確保することになっていた 。

　最後に以上のことを，こんとは設置金額を指標として示しておく 。表３２は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６９）



４６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第４号）

　　　　表３２企業別マーケ ットシ ェア推移（設置金額 ：１９６０～１９７０年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：％）

ＩＢＭ スベリ
年 ハネウェ コソトロ

ハネウェ 業界紙 　　一’フ
バ１コーズ ＲＣＡ ＧＥ

ノレ
ＮＣＲ

ソド
一ル ・テ

ル推定 推定 一タ

１９６０ ７１ ．６ ７０．７ １６ ．２ ３．
４ ２． ４ ２． ８ Ｏ．

９ ０． ４ １．
０

１９６１ ６９ ．３ １５．５ ２． ６ ３．
０ ３． ４ ２． Ｏ Ｏ．

７ ２． ２

１９６２ ７０．Ｏ ７０．４ ユ２．４ ２． ２ ３．
５

３．
７ ２． ３ １．

９ ３．
１

１９６３ ６９ ．８ ７４．５ １１ ．２ ２． ６ ３．
５

３．
５ １．

８ ２． ７ ４． ０

１９６４ ６８．３ ７２．５ １１ ．８ ３． １ ３．
Ｏ

３．
３ ２． ５ ２． ８ ４． ４

１９６５ ６５ ．３ ６６ ．７ １２．１ ３．
６ ２．

９
３．
３ ３．

８ ２． ９ ５．
４

１９６６ ６６ ．２ ６９ ．７ １１ ．３ ３．
Ｏ ２． ７ ３． ５ ５．

２ ２． ４ ５． ３
１９６７ ６８．１ ７４．３ １０．６ ２．

９ ３．
２

３． Ｏ ４． ７ ２． ５ ４． ７

１９６８ ７４ ．６ ５．
６ ２． １ ２．

４
３． ２ ４． １ ２． ２ ３． ９

１９６９

１９７０ ７０．６ ３．
２ ３．

４ ２． １ ３．
１ ４．

８ ２． ３ ７． ３

（出所）Ｂｒｏｃｋ・Ｇ・Ｗ ・・ ｒ加ひユＣｏ榊〃〃工〃〃伽ツー五Ｓ〃勿 ｏ！ル７〃Ｐｏ〃〃，１９７５，Ｐ
．２１

．

　　Ｔａｂｌｅ２－３，ｐ
．２２，Ｔａｂ１ｅ２－４より作成

。

　　　 「ハネウェ ル推定」とは，ハネウェ ル／スペリー・ ランド訴訟裁判記帳（１９７３年）によるもの 。
　　また「業界紙推定」とは，００卿肋７ｓ伽６ん２０榊〃・〃 誌， および刀肋０〃

’８

ん‘０榊伽１）０加

　　
ア７０６２ｓ曲８ル洲Ｚ２伽７ 誌によるもの。ＩＢＭ社以外の各社のシェ ァは，「ハネウェ ル推定」によ

　　 ってレ、 る。

設置金額による主要 コソピ ュータ製造企業のマーケヅト ・！ヱ アの１９６０年代に

おげる推移を示したものである（本表は ，本稿（３），本誌，第３２巻第２号，６４ぺ＿ジ

の表２４と年次的に接続している）。

　この表３２によれば，１９６２年の時点でのＩ　ＢＭ杜のシ ェァは，２つの推定のい

ずれにしてもちょうど７０劣であ った。先に設置台数でみてみるとＩ　ＢＭ杜のシ

ェアは６１２劣であることを示したが，設置金額でみてみるとＩ　ＢＭ杜はそれよ

りかなり高いシ ェアを確保していたわげである。これは，すでにみたように中

小型以上のより大規模な機種の市場においてＩ　ＢＭ杜がより圧倒的な支配力を

もっ ていたことの反映であ った（この表によれぱ，これ以後１９６０年代中 ・後半にか

げてＩ　ＢＭ杜のシ ェアはいく分低下していくことになるが，この点についてはつぎの項

でふれる）。

　これに対して，Ｉ　ＢＭ杜に対する競争企業群についてみてみると，まず最大

の競争相手スペリー・ ラソト杜（ユニハヅ ク事業部）は，１９６０年代に入 つて１９６０

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７０）



　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（４）（坂本）　　　　　　　　　　　　４７

年から６２年のごく短時問のうちにも１６．２劣から１２．４％へ，かなり大幅にそのシ

ニアを落すことにな った。１９５０年代末，　「第２世代」コソピ ュータのパイオニ

ア機種ＵＮＩＶＡＣ　Ｓ ．Ｓ．８０によっ てＩ　ＢＭ杜の市場支配にふたたび挑戦したス

ペリー・ ラソド杜であ ったが，結局市場拡大を果たしえず，むしろ１９６０年代に

入っ てシ ェァを低下させることにな ったわけである 。

　他方，より下位の競争企業であるバローズ杜，Ｒ　Ｃ　Ａ杜，Ｇ　Ｅ杜，ハネウェ

ノレ杜， ＮＣ　Ｒ杜，コソトローノレ ・データ杜についていえぱ，バローズ杜を除げ

ぼこの１９６０年代のはじめの時期にいく分ずつではあるがそれぞれシ ェアを高め

ることにたっていた。そ丸らは，結果的にはスペリー・ ラソド杜の分を浸食す

ることによっ て， それぞれシ ェァを高めることにな ったわげである。しかしそ

れらのシ ェアは，それぞれまだ４〃こも満たない程度にとどまっ ていた 。

　以上が，　ｒ第２世代」の段階を迎えた，１９６０年代はじめのアメリカ ・コソピ

ュータ産業におげる市場構造の大体の構図であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９８３年１０月１０日）

（４７１）




